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‚Å•A“¯˜N“Ç‰ï‚ðŽÀŽ{‚µ‚½ •B Ñ“Ç‰ï‚Å‚Í•A •w‚Ä‚Ô‚­‚ë J r‹ó‚Æ‚Ô‘D‚Æ‚ä‚©‚¢‚È

‚È‚©‚Ü‚½‚¿ J r‚í‚ç‚Ì‚¤‚µ J rƒZƒ‹ƒRj r‚©‚à‚Ì‚Þ‚·‚ß j r‚Ñ‚ñ‚Ú‚¤‚±‚Ñ‚Æ J
‚È‚Ç‚ÌƒEƒNƒ‰ƒCƒi–¯˜b‚ð˜N“Ç‚µ‚Ä •A“ú–{‚Ì•Ì˜b‚Æ‚Ì—ÞŽ—“_‚È‚Ç‚É‚Â‚¢‚Ä˜b

‚µ•‡‚Á‚½ •B•w‚Ò‚ñ ‚Ú‚¤‚±‚Ñ‚Æ.1 (“à“c•V•ÂŽq•E•Ä b̃ / ‘¾“c‘å”ª•E‰æ/ •Ÿ‰¹ŠÙ

•‘•÷ 1998) ‚Í•AŒ³•X•w‚±‚Ç‚à‚Ì‚Æ‚à.1 (1971 ”N 1 ŒŽ•† •Ÿ‰¹ŠÙ•‘•÷)‚ÉŽû˜^

‚³‚ê‚Ä‚¢‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B•w‚Ò‚ñ‚Ú‚¤‚±‚Ñ‚Æ 1 ‚Í“ú–{‚Ì•w•n–R•_‚Æ•Ÿ‚Ì•_ •x

‚Ì•Ì˜b‚Æ•d‚È‚é•”•ª‚à‚ ‚é •B

ŽQ‰ÁŽÒ‚©‚ç‚Í•A•uƒEƒNƒ‰ƒCƒi‚Ì–¯̃ b•A “ú–{‚Ì‚¨˜b‚Æ‚Ì‹¤’Ê“_‚ð’m‚è•A•g‹ß‚ÉŠ´‚¶‚éŽ–‚ª‚Å‚«

‚Ü‚µ‚½ J (•—•« .6 0‘ã) I ƒEƒNƒ‰ƒCƒi‚Ö‚ÌŠÖ•S‚ª‹­‚¢‚Ì‚Å•A–¯˜b‚ª’®‚¯‚Ä•A‚Æ‚Ä‚àŠ´“®‚Å‚µ‚½ O

’m‚ç‚È‚¢•Ì˜b‚Î‚©‚è‚Å‚µ‚½ J (•—•«•E 70 ‘ã) I ƒEƒNƒ‰ƒCƒi‚Ì‚±‚Æ‚ðŽv‚¢•A‚æ‚¢Šé‰æ‚¾‚Á‚½‚ÆŽv‚¢

‚Ü‚·•B‘æ“ñŽŸ‘å•í‚ðŽv‚¢‚È‚ª‚ç•AƒEƒNƒ‰ƒCƒi‚Ì•Ì˜b‚¨‚à‚µ‚ë‚©‚Á‚½ J (•—•« .80 ‘ã) I ƒEƒNƒ‰ƒC

ƒi‚ð•g‹ß‚ÉŠ´‚¶‚Ü‚µ‚½•B‘•‚­•AƒEƒNƒ‰ƒCƒi‚É•½˜a‚ª—ˆ‚é‚±‚Æ‚ð‹F‚è‚Ü‚·•B–¯˜b‚É‚Í•AŠe•‘‹¤’Ê

‚µ‚½‚à‚Ì‚ª‚ ‚é‚ÆŠ´‚¶‚Ü‚µ‚½ J (•—•« •E70 ‘ã)‚È‚Ç‚Ì•º‚ª•·‚©‚ê‚½ •B

•i l ƒEƒNƒ‰ƒCƒi–¯˜b‚Ì •w‚©‚à‚Ì‚Þ‚·‚ß .1 (•¼’J‚³‚â‚©–ó / ƒIƒŠ

ƒK•Eƒ„ƒNƒg•[ƒ”ƒBƒ`ŠG/ •Ÿ‰¹ŠÙ•‘•÷ 1994 ”N)‚ÍƒPƒK‚ð‚µ‚½Š›

‚ð‚̈ ‚¶‚¢‚³‚ñ‚Æ‚̈ ‚Î‚ ‚³‚ñ‚ª••‚̄ ‚½‚±‚Æ‚©‚ç•A 11–Â‚ª”ü‚µ‚¢–º

‚É•Ï•g‚µ‚Ä‰ÆŽ–‚ð Žè“`‚¢•AŽ…‚ð‚Â‚Þ‚®‚Æ‚¢‚¤˜b‚Å‚ ‚é •B “ú–{

Š | • ì “ d | ‚Ì •w’ß‚Ì‰¶•Ô‚µ •x ‚É‚æ‚­Ž—‚Ä‚¢‚é •BŒ³•¡‚Í•Ÿ‰¹ŠÙ•‘•÷•w‚±‚Ç

‚à‚Ì‚Æ‚à j 463 •† (1 994 ”N10 ŒŽ•†) ‚â•w‚±‚Ç‚à‚Ì‚Æ‚à - •¢ŠE

•Ì‚Ï‚È‚µ‚Ì—· .1 (1997 ”N)‚ÉŽû˜^‚³‚ê‚Ä‚¢‚½ •B

•ã‹LˆÈŠO‚É‚à—l•X‚ÈƒEƒNƒ‰ƒCƒi–¯˜b‚ª‚ ‚è•A“ú–{Œê‚É–|–ó‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚à‚Ì‚¾‚¯‚Å‚à 70 ˆÈ•ã‚ 

‚è•AƒEƒNƒ‰ƒCƒi‚Í–¯˜b‚Ì•óŒÉ‚Æ‚àŒ¾‚í‚ê‚Ä‚¢‚é•B“ú–{‚É”ä‚×•L‘å‚È”_’n‚ð—L‚µ•Aƒˆ•[ƒ•ƒbƒp‚Ì

•’‘q’n‘Ñ‚ÆŒ¾‚í‚ê‚Ä‚¢‚éƒEƒNƒ‰ƒCƒi‚Å‚ ‚é‚ª•A“¯•‘‚Ì–¯˜bŒQ‚à‘å‚«‚È•ó‚Å‚ ‚ë‚¤ •B‚½‚¾•AŽc”O

‚È‚Ì‚Í •w‚í‚ç‚Ì‚¤‚µ.1 rƒZƒ‹ƒRJ r‚Ñ‚ñ ‚Ú‚¤‚±‚Ñ‚Æ .1 r‚©‚à‚Ì‚Þ‚·‚ß •x ‚È‚Ç‚Í•A•Ÿ‰¹ŠÙ•‘•÷‚Ì”­
.‹© E•AN •E.I f U fI –ç" • e t . 1 �' �~� ..l <1 lt •s‚Å‚ ‚é‚ª•A‚·‚Å‚É•i•Ø‚ê‚Å•Ä”Å‚ÌŒ©’Ê‚µ‚ª‚È‚¢‚±‚Æ‚Å‚ ‚é •B‚½‚¾

•}•‘ŠÙ‚âƒlƒbƒg‚ÅŽè‚É“ü‚é‚±‚Æ‚ª‚ ‚é‚Ì‚Å•AŽÀ•¨‚ðŒ©‚Ä‚Ù‚µ‚¢•B

•w‚Ä‚Ô‚­‚ë J ‚ÉŠÖ‚µ‚Ä‚Í •A ‚à‚Æ‚à‚Æ‚ÌƒGƒEƒQ•[ƒj•[ .M. ƒ‰ƒ̀ƒ‡

ƒtŠG•E“à“c•V•ÂŽq–ó‚Ì•Ÿ‰¹ŠÙ•‘•÷ (1965 ”N)”­•s‚ÌŠG–{‚¾‚̄ ‚Å‚È‚­•A

“¶ •SŽÐ‚©‚çŽ†ŽÅ‹•(–x”ö•Â Žj •E‹r–{/ –¥“c”üŽq •EŠG/“¶•SŽÐ 1979
/ 12 •ê–Ê)‚à •o‚³‚ê‚Ä‚¢‚é •B“à—e‚Í•u‚µ‚¸‚©‚È•X‚Ì •á‚Ì •ã‚É•A‚¨‚¶‚¢‚³‚ñ‚ª‚¨‚Æ‚µ‚½‚Ä‚Ô‚­‚ë

‚ª‚Ð‚Æ‚Â •B‚Í‚¶‚ß‚ÉƒlƒYƒ~‚ª‚â‚Á‚Ä‚«‚Ä’†‚É“ü‚è•A‚Â‚¬‚ÉƒJƒGƒ‹‚ª“ü‚è •v‚Æ‘±‚­ •B•uŽRŒû‚Ì

˜N“Ç‰®‚³‚ñ•v‚Í•A˜N“Ç‰ï‚Ì•Û‚ÉŽQ‰ÁŽÒ‚ÆŠG–{‚Ì•w‚Ä‚Ô‚­‚ë•x‚ÅƒŠƒŒ•[˜N“Ç‚ðŽÀŽ{‚µ‚Ä‚¢‚é•B

3 -4 ‹àŽq‚Ý‚·‚̧ •wƒLƒl ƒ}‚Ì ŠX•x˜N“Ç‰ï+‚¿‚Ð‚ëƒ~ ƒjƒR ƒ“ƒT•[–m

2022 ”N7 ŒŽ23 “ú(“y) 2 Žž-3 Žž•AŽRŒû‚Ì˜N“Ç‰®‚³‚ñ•E‰Ä‚Ì‰¶‚¢•o‚Ã‚­‚è•u‹àŽq‚Ý‚·•C" rƒL

Fhd p h u  



(13) 

ネマの街』朗読会+ちひろミニコンサート (絵画xちひろ×朗読)Jがク

リエイテイブ・スペース赤れんがで開催された。ギャラリー楓花(かえ

で)グループの作品展示と朗読と歌のコラボ企画となった。朗読テキスト

は『金子みすず キネマの街J(深沢邦朗・絵/JULA出版局、 2001年)で、

ゲスト講師は、福田百合子先生で、あった。参加70名中35名(男性3名、女

性26名、無記入6名)分のアンケー トを回収したので、次の表16に示す。

表16. 2022年7月23日 赤れんが「キネマの街J朗読会アンケート結果集計

1 .この朗読+お話し会をどのようにお知りになりましたかっ

チラシ③ 知人・友人⑬ 前回の朗読会① ラジオ② SNS④ スタッフ⑤ 無記入②

2回特に印象に残ったのは、次のどれですかっ 〆をつけてください。(複数回答可)

ピラまき自動車⑬ 魚売りの小母さんに⑥ 行軍将棋⑤ 花屋の爺さん⑬

日曜の朝③ 金米糖の夢⑫ 山の子浜ノ子⑥ はつ秋⑦ なまけ時計⑩ 大将⑤

月と泥棒③ 曲馬の小屋⑦ 寒のあめ⑦ かるた③ キネマの街⑬

福岡百合子先生の解説⑧

その他福田先生の力強い開会のことば/内藤様の声が好きです/展示されていた絵画

3 今回の朗読+お話し会の「朗読jについて、どう思いますかっ

とても良かった⑫ 良かった③ どちらとも言えない@

改善の余地あり 少し長すぎた

4 今回の朗読+お話し会の「福田先生のお話jについて、どう思いますか?

とても良かった⑩ 良かった⑤ どちらとも言えない⑨ その他 :いつも楽しい

5 今回の「ちひろミニコンサー卜jについて、どう思いますか?

とても良かった⑩ 良かった③ どちらとも言えない⑨ その他:すばらしい

無記入②

6. 1"ちひろミニコンサー卜」のどの曲が特に印象に残りましたか?

金米糖の夢⑬ 花屋の爺さん⑬ 夏の思い出⑬ 大きな古時計⑬ 赤とんぼ⑬

ふるさと⑬ 私と小鳥と鈴と⑫大漁⑤ 無記入④

第6項目の「ちひろミニコンサート」の曲名に当日追加の「大漁」が抜けていた。

表17.2022年7月23日の「キネマの街」朗読会アンケート自由記述 (無記入⑩)

牢福田百合子先生のユーモアいっぱいのお話、とてもステキでした。年を重ねられでも、

若々しい心と姿とすばらしいです。ちひろさんのうたも心癒される歌声とおしゃべりと感

動でした。朗読される方今の自信をもった詩の紹介と自分の感想良かったですよ。(女性

別代)

*ちひろさんの笑顔と澄んだ声に元気をもらいました。福田百合子先生の相変わらずユーモ

アあふれる話からも元気をもらいました。(女性 ・70代)

64 
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*朗読と福田先生のお話で、イメージがふくらみ、みす fさんの詩が私の中で生き生きとし

てきました。ちひろさんの歌、素晴らしいですね。思わずj戻が出そうになりました。(女

性 .70代)

*何度か朗読会に参加させていただいています。みなさんの朗読素晴らしく、何より福田先

生の解説が毎回興味深く 、楽しみです。ちひろさんのコンサート始めて聴きました。とて

も素敵な歌声でした。(女性 ・50代)

*ちひろさんの金子みす f さんのコメント、説明大変良かった。歌声も素晴らしかった。

(男性 .60代)

* ["コロナ」の中で催して下さって、本当にありがとうございました。朗読は初めてですが、
素晴らしいひと時でした。ちひろさんの歌声は、さすが心にあたたかく響きました。アン

コールあれば、やはり、なお良かったです。(女性・ 80代)

ヰ絵と朗読とミニコンサート(歌)ととてもゆったりとした時間でした。(女性 .60代)

*初めての朗読会でした。 心のゆとりを感じました。ちひろさんステキでした。心が和みま

した。(女性 .60代)

牢催しがあることを今回初めて知って、おもしろかったです。(女性・ 60代)

本福田先生すてきでした。絵画、朗読はすばらしい。(女性・ 70代)

*すてきな絵画に固まれての朗読会とても良かった。(女性・ 70代)

*詩について朗読する方が感想を言われるのが、新鮮で、楽しかった。福田先生のお話も、お

もしろくて、すてきでした。(女性 .60代)

*とてもよかったです。朗読された方の一口解説(?)が特によかった。(女性 .60代)

表17の最後の方に「詩について朗読する方が感想を言われるのが、新鮮で楽しかった」との

声が寄せられた。それまでの朗読会では、朗読者は朗読テキストを読むことに専心し、自分の

感想、や体験を述べることはなかった。今回から朗読者も一言述べるようにした。「朗読された

方の一口解説(つ )Jが詩の鑑賞の妨げになったり 、押し付けになったりはしないかとの懸念

もあったが、 上記の表17に見る限り、好意的に受け取られたようだ。

3 -5. 2022年8月30日の「福田百合子と平和を考える朗読会」

吉敷地域交流センタ一二階視聴覚室で「福田百合子と平和を考える朗読会」が開かれた。当

初、「アーサー ・ビナードと平和を考える朗読会」のためのリハーサルとして設定されたため

ビナード氏の翻訳本『ぼくトリJ(イングリ・シャベール作、グリデイ絵、千倉書房 2022年)、
『カエルのくににったわるおはなしポチャッポチョッイソッフOj(アーサー ・ビナード再話、

スズキコージ絵、玉川大学出版部2022年)を朗読テキストにした。

特別ゲストは、福田百合子先生とシャンソン歌手の松崎雅子さんで、松崎さんには 「百万本

のバラ」と映画「ひまわり」の二曲を歌っていただいた。

ソ連のヒット曲「百万本のパラ」は、ロシアの歌手アーラ ・プカチョワさん(現在73歳)が

歌ったもので、ロシアで「反戦」の象徴となっているとのことである。夫がウクライナ侵攻を

非難して「外国エージェン ト(スパイ)Jに認定されるとアーラ ・プカチヨワさんは「私も加
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えて」と直訴したと伝えられている。

表18.2022年8月30日 夏の朗読会アンケー卜集計結果 (21名中18名分回収)

1 .この朗読+お話し会をどのようにお知りになりましたかっ

葉書・チラシ① 知人-友人③ 前回の朗読会③ 新聞⑥ その他⑥ 無記入①

2.特に印象に残ったのは、次のどれですか?(複数回答可)

ぼくトリ⑤ ポチヤツポチヨ ツイソップ③ やまなし⑦ ちっちゃいこえ⑩

福田百合子先生の解説⑩ 松崎雅子さんの歌⑩ その他@

3.今回の朗読+お話し会の「朗読jについて、どう思いますかっ

とても良かった⑩ 良かった⑦ どちらとも言えない@ 無記入①

4.今回の朗読+お話し会の「福田先生のお話jについて、どう思いますか?

とても良かった⑭ 良かった③ どちらとも言えない@ 無記入①

表19. 8月30日「福田百合子と平和を考える朗読会」のアンケ 卜自由記述 (無記入④)

*紙芝居は、本当に熱演でした。とても分かりやすかったです。(女性 ・70代)

*紙芝居『ちっちゃいこえJはとても良かった。イソップ物語は、前回より良かったと思い

ます。福田先生のお話は、いつも楽しいです。(女性・ 80代)

*とてもよかったです。譜面台の前のひまわりの花がとても良かったです。松崎さんの歌、

ひまわりと合って良かったです。是非また聞きたいです。(女性・ 70代)

*福田先生のお話の中で、戦中の時代から戦後、現代に至るまでの人間の変容がわかるよう

に思いました。どの様に理解していくか、一つの言葉から様々なとらえ方が出来ることは

楽しいですね。立て板に水のごとくの福田先生の解説、楽しいですね。スパラシイ! (女

性・ 70代)

*蛙声(あせし，)中也の最後の詩、幅広い福田先生の話は、おもしろかった。詩の解釈は、

人それぞれ、 『ぼくトリ』も色々解釈できて楽しかった。『ポチヤツポチョッイソップ』は

何が言いたいの?ちょっと疑問を感じたが、寓話としてはおもしろかった。(女性・ 70代)

*松崎雅子さんの歌は、素晴らしかった!紙芝居 『ちっちゃいこえjはとても良かった。福

目先生のファッションも素敵だし、解説も知蔵の増大さに驚くばかりで、とても楽しいお

話でした。『ポチヤツポチョッイソップ』のカエルのお話もおもしろく、『やまなし』はと

ても素敵な絵でしたが内容が今一よくわかりませんでした。(女性・ 70代)

* 1やまなし」の実物が見られ、また、みなさんの朗読を伺い、9月3日が、とても楽しみ
になりました。ありがとうございます。(女性・ 50代)

紙芝居『ちっちゃいこえ.1 (アーサー・ピナード脚本/丸木俊-丸木位里絵/1原爆の図」よ

り/童心社、 2019)は当初プログラムになかったが、急逮付け加えられた。それは、紙芝居の

最優秀作品に贈られる五山賞 (第58回特別賞)に 『ちっちゃいこえ』が選ばれたからである。

贈呈式は7月31日に東京都内で関かれたが、 8月27日付けの朝日新聞に記事が掲載された。そ

こで、お祝いのお披露目ということで9月3日の朗読会に、アーサー-ピナードに実演をお願

っ'UFhu
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いした。(詳細は『山口大学文学会志』第73巻参照)

リハーサルの8月30日には、岡村久美子が紙芝居『ちっちゃいこえ』を演じた。

上記の「やまなしJの実物が見られ・・・とあるのは、登山が趣味のスタッフの一人が、わざわ

ざ自然、の「やまなし」を採って来てくれ、それが参加者に披露されたことによる。

表20.8月30日「福田百合子と平和を考える朗読会」のスタッフからのコメン卜

*メインの三作品、朗読後の作者等の紹介ーもう少しコンパクトにならないものか? まだ

まだマスクは必要です。エアロゾル回避が重要だから (女性 .80代)

牢今回の朗読教室がリハーサルとして二回目だが、前回とまた違って、勉強になった。読み

手が代わった絵本もあり、読む人により本の雰囲気も変わるなと感じた。(女性 .60代)

*前回の気づきを読み改善していけるところは、改善出来てよかった。本の内容について話

ができてよかった。読み手の立ち位置など、当日朝のリハーサルで確認すると良いと思

う。(女性・ 60代)

*みんなの気持ちがとてもよく合うようになって、当日が楽しみです。もっと勉強して、良

い朗読ができるようになりたいと思います。(女性 ・7C代)

4. まとめと今後の課題

以上、見てきたように2022年の朗読会の取り組みは、多彩で挑戦的なものであった。依然と

してコロナ禍で、老人ホームの出前公演が中止になったこともある中で、「朗読+お話+歌j

のコラボ企画は、 6回実施することができた。2022年の朗読会13回の参加者合計491人中、 6

回のコラボ企画の参加者合計が283人となった。

今後、改善点はいろいろとあるが、 「初めて朗読会に参加した」という方も多く、朗読会の

すそ野を広げていくためには、継続的に実施していきたい。

特に、 2022年7月23日の「山口の朗読屋さん」と「ギャラリー楓花ク、ループ」の共催の「夏

の思い出づくり」は、「金子みすず『キネマの街』朗読会+ちひろミニコンサート(絵画×ちひ

ろ×朗読)Jという形で、 普段絵を描く方々で、あまり朗読に興味・関心がない方も参加して

くださり、 参加者70名という2022年最大の参加人数となった。それは「絵画×歌x朗読」とい

う三者のコラボという点で、準備や調整作業が困難なこともあるが、他分野との連携と交流

は、やりがいもあり、企画力向上につながると思われる。

「音楽」ゃ「絵画」に比べて「朗読」の文化的・芸術的な価値が、必ずしも適切に評価され

ているとは言えない中で、 「音楽」や「絵画」と肩を並べるような位置を占めるためには、今

後もコラボ企画を通して、異分野からの参加者の理解を得ていく必要があると思われる。

また、「絵本」は子どもが読む、あるいは子どもに読み聞かせるものという固定観念が強い

と思われるが、大人もその絵画性や寓意性を大いに楽しむことができるという点に着目してゆ

きたい。
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